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 橿原市は、特別史跡�藤原宮跡をはじめとする多く

の遺跡や重要伝統的建造物群保存地区に選定されてい

る今井町など、数多くの⽂化財が所在する⻑い歴史と

⽂化が育まれた場所と⾔えます。

 この年報では、令和２年度に⾏いました遺跡の発掘

調査、⽂化財保護事業、普及啓発事業等の概要を報告

いたします。

 本書が、市⺠をはじめ多くの⽅々に、橿原市の⽂化

財に触れていただく良い機会となれば幸いです。

 なお、事業を実施するにあたりまして、ご協⼒いた

だきました⽅々ならびにご指導賜りました関係諸機関

及び諸⽒には⼼より感謝申し上げます。

令和４�（２０２２）年3⽉

�

            橿原市教育委員会

                 教育⻑ 深⽥ 展巧�����������������



例      ⾔

1. 本書は令和 2 年度に奈良県橿原市教育委員会⽣涯学習部⽂化財課が実施した、下記事業の概要をまとめたものである。

  Ⅰ . 埋蔵⽂化財発掘調査事業

  Ⅱ . 埋蔵⽂化財申請業務

  Ⅲ . 史跡整備事業

  Ⅳ . 指定⽂化財維持管理業務 

  Ⅴ . 無形⺠俗⽂化財保存事業

  Ⅵ . 指定⽂化財の解除・指定

  Ⅶ . 普及啓発事業

2. 各事業の調整事務は、⽵⽥正則、露⼝真広、平岩欣太、横関明世、東村頼⼈が主に⾏い、他の課員が補佐した。また、Ⅰ . 埋

蔵⽂化財発掘調査事業については、その担当者を後記⽂中に記した。

3. Ⅰ . 埋蔵⽂化財発掘調査事業にあたっては、株式会社ジェイテクト 取締役社⻑ 安形哲夫⽒、株式会社 ⼤和流通経済研

究所 代表取締役 ⽥村耕⼀⽒から多⼤なご理解とご協⼒を賜った。記して感謝の意を表すところである。

4. 事業実施にあたり、次の機関からご指導とご協⼒を賜った。記して感謝の意を表すところである。

独⽴⾏政法⼈国⽴⽂化財機構奈良⽂化財研究所都城発掘調査部、奈良県⽂化・教育・くらし創造部⽂化財保存課、奈良県⽴

橿原考古学研究所（五⼗⾳順）

5. Ⅰ . 埋蔵⽂化財発掘調査事業の挿図における座標値は世界測地系座標である。

6. 本書の編集は課員の協⼒のもと上井佐妃が⾏った。
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令和2年度 埋蔵⽂化財発掘調査地位置図（S=1/40,000）
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令和2年度 埋蔵⽂化財発掘調査⼀覧表

Ⅰ.埋蔵⽂化財発掘調査事業

 調査次数は、発掘調査開始順に当教育委員会が付したものである。また№は下記位置図の数字と対応している。
 また、令和2年4⽉1⽇〜令和3年3⽉31⽇まで京奈和「⼤和・御所区間（橿原市域）」埋蔵⽂化財調査整理業務を実施した。

№ 調査次数 遺跡名 調査地 調査⾯積 調査期間（令和）

① 2019‐4次・
2020‐1次

⼗市蔵場遺跡
（本書には未掲載、令和元年度年報に掲載済） ⼗市町331‐2他 657.0㎡ 2.3.23~2.4.30

② 2020‐2次 新堂遺跡 新堂町233他93筆 4,125.0㎡ 2.6.1~2.12.7
③ 2020‐3次 藤原京右京五条⼗坊、慈明寺遺跡 慈明寺町・⼭本町地内 930.0㎡ 2.12.14~3.3.10



⼒で⾏った。下層の断割調査には⼀部で重機を使⽤している。

３区と４区の調査は同時に並⾏して実施している。以下に調査

区ごとに成果をまとめる。

【３区】

 ３区は２区（2016年度調査）の北⻄に隣接する。調査区の

規模は東⻄⻑25ｍ・南北⻑25ｍ・⾯積 625㎡である。

 ３区の基本層序は以下のとおりである。各層の上⾯⾼は周辺

の地形と同様、概して南から北に向かって緩やかに低くなる。

Ⅰ層：⽔⽥耕作⼟（現代。上⾯の標⾼約61.1 〜 61.2 ｍ）

Ⅱ層：浅⻩⾊粘質⼟〜砂質⼟（床⼟。旧耕作層。上⾯の標⾼ 

   60.9 〜 61.0 ｍ）

Ⅲ層：にぶい⻩橙⾊粘質⼟・灰⻩⾊粘質⼟〜砂質⼟（中世以降

   の耕作層。上層遺構の耕作溝の埋⼟も含む。上⾯の標⾼

   60.5 〜 60.6 ｍ）

Ⅳ層：褐灰⾊微砂〜粘質⼟・にぶい橙⾊微砂⼟（古墳時代前期

   以前の氾濫層。調査区南⻄部にのみ存在。上⾯の標⾼ 

   60.35〜 60.4 ｍ）

Ⅴ層：褐灰⾊⼟（上⾯が遺構検出⾯。地⼭。厚さ約0.4 ｍ。

   上⾯の標⾼60.2〜 60.45 ｍ）

Ⅵ層：濃褐灰⾊粘質⼟・暗灰⾊粘⼟（地⼭。厚さ0.5 ｍ以上）

 遺構は上層遺構と下層遺構に分かれ、時期は上層遺構が中世

以降、下層遺構が古墳時代である。Ⅴ層上⾯が遺構検出⾯であ

るが、Ⅳ層が存在する調査区南⻄部⼀帯においてはⅣ層上⾯が

遺構検出⾯となる。

 上層遺構として耕作溝群がある。南北⽅向の耕作溝が調査

区全域に密に存在している。埋⼟には少量ながら12世紀以降

の⽡器⽚を含み、中世以降の耕作溝であると考えられる。耕

Ⅰ．埋蔵⽂化財発掘調査概要報告

橿教委2020‐2次

新堂遺跡
調 査 地 橿原市新堂町233他 93筆

調査期間 令和2年6⽉ 1⽇〜令和 2年 12⽉ 7⽇

調査⾯積 4,125㎡�（３区：625㎡、４区：3,500㎡）

調査原因 商業施設建設

１．はじめに

 調査地は橿原市の⻄部、新堂町に所在する。イオンモール橿

原の南⻄に位置する⽔⽥地である。調査地から⻄⽅約150ｍ

の地点には住吉川が北流しており、この住吉川の付近に橿原市

と⼤和⾼⽥市との市境がある。

 今回の調査は商業施設の建設に伴う本発掘調査である。同

事業に基づく本発掘調査を、平成 27・28年度に今回の調査

地から南の２地点で実施している（１区：橿教委 2015-4・

2016-1 次調査、２区：橿教委2016-2 次調査。『新堂遺跡Ⅳ』

として令和元年度に発掘調査報告書を刊⾏）。前回の発掘調査

後、事業計画に建物配置等の変更が⽣じ、それに伴い追加の発

掘調査が必要となった。過去の調査成果と令和元年 6⽉に新

たに実施した試掘調査の成果を元に調査範囲や⽅法についての

具体的な協議を重ね、令和 2年 6⽉から追加の本発掘調査を

実施することとなった。

 今回の調査区は２地点に分かれる。同⼀事業に基づく発掘調

査であることから前回の調査区名を引き継ぐ形で、今回の調査

区名をそれぞれ３区・４区としている。３区は２区の北⻄隣に

接する位置にあたる。４区は３区の北隣を通る東⻄道路を挟ん

で北⻄に位置する。なお、４区の範囲内には令和元年試掘トレ

ンチ２ヶ所を含んでいる。

 新堂遺跡ではこれまでに縄⽂時代から中世にかけての各時期

の遺構・遺物が存在することが知られている。今回の調査地に

隣接する２区の調査では古墳時代中期を中⼼とする時期の河道

や井⼾、⼟坑、溝等を確認している。河道からは⼟器や⽊材等

の遺物が⾮常に多く出⼟しており、特に初期須恵器や韓式系⼟

器を多量に含むことが注⽬される。また、河道内の北東部には

中期前半のしがらみが構築されている。これらと共に⾺⾻、鋳

造関連遺物、祭祀具といった特徴的な遺物も出⼟している点も

重要である。今回の調査地点は、この古墳時代中期の河道の下

流部にあたる。

２．調査の概要と基本層序

 調査は遺構⾯までの掘削を重機で⾏い、以後の遺構調査は⼈
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図１ 発掘調査地位置図（S=1/10,000）
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作溝の規模は幅約0.2 〜 0.3 ｍ、深さ最⼤約0.25ｍを残す。

東⻄⽅向の耕作溝も調査区壁⾯では少数確認できるが深さ約

0.05ｍ未満と⾮常に浅い。基本層序Ⅱ・Ⅲ層中には部分的に

薄い微砂層が堆積する状況が確認でき、近隣河川の氾濫を受け

た後に再度耕地化を⾏った様⼦が確認できる。耕作溝の中には

再耕地化後に掘り込まれたものも含まれる。

 下層遺構は古墳時代の遺構である。河道、溝、ピットがあり、

時期が明確な遺構はいずれも古墳時代中期である。

 調査区東辺沿いに位置する3101SDと 3105SDは河道であ

る。２区の20989SDと同⼀の河道であり、その⻄岸部分にあ

たる。河道の⻄岸は調査区内で⼤きく蛇⾏しており、調査区東

辺中央付近では調査区外（東側）に位置する。便宜上この南北

で3101SD と 3105SDに分けている。河の流れの攻撃⾯に当

たる3105SD の北辺部は斜⾯が抉れている。２区と同様に河

道上層には古墳時代中期後半の⼟器が含まれ、中期のうちにほ

ぼ埋没したと考えられる。河道埋⼟の下層からは中期前半の⼟

器が出⼟する。河道はどちらも調査区の範囲内では⻄岸の斜⾯

部分にあたり、河道底⾯には達しない。

 3103SDは調査区南東隅で河道に接続する、平⾯形が緩やか

な弧を描く溝である。幅最⼤約3.5 ｍ、深さ最⼤約0.25 ｍを

残す。古墳時代中期後半の⼟器が出⼟している。出⼟量は河道

周辺の溝の中では⽐較的多い。3103SD東端部の埋没は河道の

最終堆積よりも古いことが調査区壁⾯で確認できる。3103SD

⻄端は調査区外へと続き、２区の 20987SD に繋がると考え

られる。その場合、溝全体の平⾯形はＵ字状を描く。河道と

3103SDが接続する調査区南東部⼀帯には、この河道の氾濫層

と考えられる微砂層が薄く広がっている。

 3102SDは検出⻑約15ｍ、幅約0.4〜0.8ｍ、深さ最⼤0.2ｍ

を残す。東⻄⽅向に伸び、⻄端は北側への屈曲するが、

溝の東⻄端はともに耕作溝により破壊されている。

 この他、調査区⻄半部に⼩規模なピットが3基存在

する。

【４区】

 ４区は２・３区から東⻄道路を挟んで北⻄に位置す

る調査区である。調査区の規模は南北⻑ 70ｍ・東⻄⻑

50ｍ・⾯積 3500 ㎡である。調査区の北半と南半に各

１ヶ所、調査区を東⻄に横断する形で試掘調査トレンチ

跡が存在する。試掘トレンチ部分は周辺の遺構検出⾯よ

り約0.05〜0.15ｍ深く掘り下げた状態となっている。

 ４区の基本層序は以下のとおりである。各層の上⾯⾼

は周辺の地形と同様、概して南から北に向かって緩やか

に低くなり、４層以下はその傾向が強い。東⻄⽅向では

⻄側がやや低くなるが南北⽅向と⽐較すると差は少な

い。３区のⅠ〜Ⅲ層と４区の１〜3層は対応する。

１層：⽔⽥耕作⼟（現代。上⾯の標⾼約60.7 〜 60.8 ｍ）

２層：灰⻩⾊粘質⼟・浅⻩⾊砂質⼟（床⼟。旧耕作層。上⾯の

   標⾼60.6 ｍ）

３層：にぶい⻩橙⾊粘質⼟・灰⻩⾊粘質⼟〜砂質⼟・灰⽩⾊微

   砂⼟（中世以降の耕作層。上層遺構の耕作溝の埋⼟も含

   む。上⾯の標⾼60.2〜 60.5 ｍ）

４層：褐灰⾊砂質⼟〜細砂・橙⾊粘質⼟・⻘灰⾊粘⼟（上⾯が

   遺構⾯。古墳時代前期以前の河川堆積層。調査区⻄辺沿

   いにのみ存在。上⾯の標⾼60.0 〜 60.3 ｍ）

５層：灰褐⾊⼟・褐灰⾊⼟〜粘質⼟（上⾯が遺構検出⾯。地⼭。

   厚さ約0.2 〜 0.5 ｍ。上⾯の標⾼59.8 〜 60.4 ｍ）

６層：⻘灰⾊シルト質粘⼟・⻘灰⾊粘⼟（地⼭。厚さ1.2ｍ以上）

 遺構は上層遺構と下層遺構に分かれ、時期は上層遺構が中世

以降、下層遺構が古墳時代である。どちらも５層上⾯が遺構⾯

であるが、４層が存在する調査区⻄辺沿いにおいてはその上⾯

となる。４層は河川堆積層で⼟器細⽚をごくわずかに含むが詳

細な時期は不明である。

 上層遺構として耕作溝群と⼟坑2基がある。耕作溝は南北

⽅向と東⻄⽅向の⼀群が存在し、基本的に南北⽅向の耕作溝が

古い。南北⽅向の耕作溝は調査区全域に密に存在する。南北⽅

向の中でも古い段階の耕作溝から12世紀の⽡器⽚が出⼟して

おり、耕作溝はこの時期以降に掘削されたと考えられる。耕作

溝からの出⼟遺物は、量的には下層遺構（古墳時代）に由来す

る⼟器が⼤半を占め、中世の遺物は少ない。南北⽅向の耕作溝

の中には調査区南壁付近で途切れるものが⼀定数あり、当時の

地割との関連がうかがえる。東⻄⽅向の耕作溝も調査区全域に

存在するが密度は南北⽅向より低い。また、掘りの深い東⻄溝

が約3.6 ｍ間隔で並ぶ状況が全域で確認できる。同様の状況を
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図２ 3区古墳時代遺構平⾯図（S=1/400）



平成27年度１区でも確認しており、⼤規模な耕作活動による

ものと考えられる。

 調査区南半に２ヶ所、⼟取り⽳と考えられる⼟坑が２基存在

する（4001SK・4002SK）。いずれも平⾯形は⻑⽅形で深さ約

1.0 ｍである。遺構の重複関係から南北⽅向の耕作溝より新し

く、東⻄⽅向の耕作溝より古いことが確認でき、⼟取り後にす

ぐ埋め戻されたと考えられる。ごく少量の⼟師器と⽡器が出⼟

している。

 下層遺構は古墳時代の遺構である。河道、溝、⼟坑があり、

時期が明確な遺構はいずれも古墳時代中期である。調査区南東

隅から北⻄部にかけて直線的に伸びる河道を境に、東⻄で様相

が異なる。遺構は河道より東側に多く、⻄側は⼩規模な溝⼀条

と⼟坑⼀基のみである。

 4301SDは２・３区で確認している古墳時代中期の河道と

同⼀の遺構で、その下流部分にあたる。幅約7〜 10ｍ、深さ

約1.6 〜 2.0ｍを残す。南東から北⻄に向かってわずかに蛇⾏
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図３ ４区古墳時代遺構平⾯図（S=1/400）



しつつ直線的に流れる。埋⼟は灰⽩⾊砂が⼤部分を占め、⼀部

に灰〜⻘灰⾊シルトが混ざる。4301SDの堆積⼟の層序は上・

中・下層に分かれ、出⼟遺物からそれぞれの堆積時期は上層が

古墳時代中期末頃、中層が中期中頃〜後半、下層が中期前半で

あると考えられる。ただし中層・下層の境界は必ずしも明確で

はない。河道底⾯は地⼭の粘⼟層で、河道埋⼟との差は明瞭で

ある。上層下半では中期後半における幅約 2.0〜3.0 ｍ、深さ

約 0.3 〜 0.5ｍの蛇⾏流路が全体で確認できる。２区と同様、

中期後半には河道の⼤部分が埋没しつつ⼩規模な河道として存

在している。この蛇⾏流路内を含む上層からは河道の広い範囲

で中期後半の遺物が出⼟する。河道の南東端では⽊材を⽤いた

しがらみが構築されていることを確認している。これは２区で

確認している⽔制のために構築されたしがらみと⼀連の構造物

であると考えられ、その北端部にあたる。２区のしがらみと異

なる点は、少なくとも⽊組み部分は構築時の状態を概ね保って

いると考えられる点である。しがらみの構造は河道底⾯上に川

砂で若⼲の盛⼟をして部分的に樹⽪を重ね、その上から竪杭を

河岸に直⾏する配列で打ち込んで枠組みとし、その間にさらに

横⽊・盛⼟・樹⽪を盛り重ねていくという構造である（写真参

照）。樹⽪は基本的に下流（北⻄）側に配されている。これら

の⽊材と盛⼟で構成される⾮透過性の構造体が⽔制の役割を果

たしていたと考えられる。なお、４区のしがらみはさらに南⻄

に続くが、調査区および周辺道路保護のため全体の確認はでき

ていない。下層からは中期前半の初期須恵器を含む⼟器等の遺

物が出⼟している。中期後半の遺物と異なり、中期前半の遺物

は河道上流（南東）側ほど量が多くなる傾向が明⽩である。ま

た、南端部付近でも２区の出⼟量より少ない。中期全体を通し

ての遺物種としては⼟師器、韓式系⼟器、須恵器（⽕焔透かし

⾼坏１点を含む）、製塩⼟器、埴輪、⽯製模造品、砥⽯、鞴⽻⼝、

⽊製品・⽊材等がある。

 河道 4301SD の東側には複数の溝が存在する。河道と平

⾏する形で掘られた直線的な溝が多く、調査区南東隅から

北⻄隅へと縦貫する溝もある。このうち 4305SD が最も規

模が⼤きく幅約 1.1〜1.4 ｍ、深さ約 0.5〜0.7 ｍを残す。

調査区南東部ではこれらの溝の掘り直しが⾏われており、

4312 → 4313 → 4314SD と位置と規模を若⼲変えて掘り直

しを⾏っている状況も確認できる。この調査区南東部では河道

および溝からの氾濫層と考えられる砂層（厚さ0.1 ｍ程度）の

広がりも存在し、⼀部の溝はその砂層下で検出される。４区で

は河道の氾濫層が広く存在するのはこの⼀帯のみである。これ

らの溝からの出⼟遺物は⼟師器や須恵器があるが量は⾮常に少

なく、多くの遺物が残されている河道とは対照的である。この

うち時期が明確な⼟器は中期後半が主である。

 4302SDは調査区南⻄部に位置する蛇⾏溝である。幅約0.5

〜 0.8 ｍ、深さ約 0.15ｍを残す。構造や埋⼟の共通性から３

区の3102SDと同⼀の溝である可能性もある。

4308SKは河道⻄側に位置する平⾯形が⼀辺約0.6 ｍの隅丸⽅

形の⼟坑である。断⾯の形状は台形で、深さは約0.5ｍである。

３．まとめ

 調査の結果、中世と古墳時代を中⼼とする時期の遺構・遺物

が存在することを確認した。

 中世以降については耕作地としての⼟地利⽤が継続してお

り、耕作活動の変遷や河川の氾濫を受けた後の再耕地化の繰り

返し等の状況も確認できる。

 古墳時代については南東に隣接する２区と同様、主に中期

の遺構・遺物が存在する。２区で古墳時代中期の遺物が多量

に出⼟した河道が、下流である北⻄⽅向へと続く状況を確認し

ている（調査区位置図参照）。河道は⻄岸が３区東辺付近で⼤

きく屈曲し、３区南東部の 3105SDはその攻撃⾯にあたる。

２・３区の北端部から４区にかけての範囲では河道は幅約7

〜 10ｍの規模を保ちつつ直線的に北⻄に流れる。河道の４区

南端部ではしがらみの存在を確認しており、これが２区から広

がる⽔制⽬的と考えられる⼀連のしがらみ遺構の北端にあた

る。しがらみは強い⽔流を受ける上流側（２区中央部寄り）で

は概ね位置を保ちつつも倒壊した状態で出⼟しており、⽔流が

弱まっていると考えられる下流側（４区）では構築時の状態を

保った状態で出⼟している。２・３区における⻄〜南岸の乱れ

とそれ以北の安定した両岸の状態は、しがらみにより制御され

た⽔流によって形成されたと考えられる。３・４区の河道から

の出⼟遺物は、遺物の種類および時期幅としては２区と同様で

ある。⼀⽅で、２区では中期前半の遺物が量的に主であったが

今回の調査区（特に４区）では中期後半の遺物が多いという差

異もある。これは中期前半の遺物は２区を中⼼とする南側に集

まるのに対し、中期後半の遺物は河道全体に散らばる形である

ことによる。この間の時期に河道も埋没がかなり進んでおり、

⼟地利⽤の在り⽅に変化があったことがうかがえる。

 河道以外の遺構を⾒ると、河道より⻄側は⼩規模な溝や⼟坑

が存在する程度である。河道の東側は⻄側よりも遺構が多く、

４区では溝群を確認している。河道と平⾏して掘削された直線

溝が複数含まれており、これらの溝は４区と２区の間（現況道

路部分）で河道から接続している可能性が⾼い。また⼀部は東

に屈曲して２区北東隅に存在する溝に繋がる可能性もある。こ

れらは導⽔や区画等の役割を果たしていたものと考えられる。

なお、溝群より東側でも４区北東部⼀帯は古墳時代の遺構が存

在せず、上層の耕作層中に含まれる古墳時代遺物も希薄であ

り、これも周辺の⼟地利⽤の在り⽅を考える⼿掛かりとなる。

                       （⽯坂泰⼠）
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写真２ ３区 古墳時代遺構完掘状況 ‐南東から‐

写真１ ３区 古墳時代遺構検出状況 ‐南東から。奥が４区‐
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写真４ ４区 古墳時代遺構完掘状況 ‐北⻄から。河道の⼀部のみ調査途中段階

写真３ ４区 古墳時代遺構検出状況 ‐北⻄から‐
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写真10 ４区 4301SD上層蛇⾏流路完掘状況 ‐南から‐

写真12 ４区 4301SD⼟器・⽊器出⼟状況 ‐南⻄から‐

写真９ ４区 4301SD上層蛇⾏流路検出状況 ‐南東から‐

写真11 ４区 4301SD北半部流⽊出⼟状況 ‐南から‐

写真６ ４区 4312・4313・4314SD検出状況 ‐南東から‐

写真８ ４区 4301SD北半部⼟層断⾯ ‐南東から‐

写真５ ４区 古墳時代河道・溝群検出状況 ‐南東から‐

写真７ ４区 古墳時代河道・溝群完掘状況 ‐南東から‐
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写真13 ４区 4301SD南端�しがらみ出⼟状況 ‐南⻄から。右が上流側‐

写真15 ４区�4301SD南端�しがらみ�横⽊・樹⽪類出⼟状況‐東から‐

写真17 ４区 4301SD南端しがらみ竪杭列東辺出⼟状況 ‐南から‐

写真14 ４区 4301SD南端�しがらみ出⼟状況 ‐北東から‐

写真16 ４区 4301SD南端�しがらみ竪杭列出⼟状況 ‐南⻄から‐



Ⅲ層：灰褐⾊砂質⼟、橙灰褐⾊砂質⼟（弥⽣時代〜古墳時代初

   頭の遺物包含層。南区⻄半を中⼼とする範囲に部分的に

   存在する。上⾯が遺構⾯。上⾯⾼は 63.0 〜 63.1 ｍ。

   厚さ約0.1 〜 0.12ｍ）

Ⅳ層：褐灰⾊粘質⼟〜砂質⼟（弥⽣時代以前の堆積層。地⼭。

   上⾯が遺構⾯。上⾯⾼は北区 62.8 〜 63.2 ｍ、南区 

   63.0 〜 63.3 ｍ。厚さ約 0.1 〜 0.4 ｍ）

Ⅴ層：にぶい⻩橙⾊砂質⼟、灰⻩褐⾊シルト、浅⻩⾊〜⻩橙⾊

   シルト質粘⼟、暗灰⾊粘⼟（地⼭。上⾯⾼は62.6〜

   62.9 ｍ。厚さ 0.8 ｍ以上）

 基本層序は、地点によるⅢ層の有無を除いて調査区全体で概

ね共通する。遺構⾯はⅢ・Ⅳ層上⾯である。Ⅲ層が存在する範

囲ではⅢ層掘り下げ後のⅣ層上で遺構確認を⾏っているが明確

にⅢ層下と考えられる遺構は存在していない。その範囲外では

Ⅲ層と同時期と考えられる遺構が存在している。遺構⾯⾼は両

調査区とも東から⻄に向かって緩やかに低くなっており、北区

と南区を⽐べると北区の⽅が全体に約0.1 〜 0.2 ｍ低く、遺構

⾯の削平が進んでいる。この傾向は⻄側ほど強い。北区には掘

削が遺構⾯下にまでおよぶ近現代の攪乱（暗渠等）が多数存在

しており、北区東端部には直径約3ｍの野井⼾も存在する。

 遺構の時期は中世、藤原京期、弥⽣時代終末期〜古墳時代前

期の⼤きく三時期に分かれる。出⼟遺物にはこれらより古い弥

⽣時代の遺物も少量含まれる。

 中世の遺構は耕作溝、⼟坑、ピットがある。

 耕作溝は調査区全体に存在する。耕作溝の⽅向は東⻄⽅向と

南北⽅向があり、基本的に東⻄⽅向の耕作溝が新しい時期の遺

橿教委2020‐3次

藤原京右京五条⼗坊、慈明寺遺跡
調 査 地 橿原市慈明寺町地内、⼭本町地内

調査期間 令和2年12⽉ 14⽇〜令和 3年 3⽉ 10⽇

調査⾯積 930.0 ㎡

調査原因 市道築造

１．はじめに

 今回の調査は、橿原市教育委員会が平成27年度から継続し

て実施している市道築造・整備に伴う発掘調査である。調査地

は畝傍⼭の北側に広がる現況⽔⽥地であり、標⾼は南から北に

向かって緩やかに低くなる地形である。調査地の⻄端から⻄に

約100ｍの地点には⾼取川が南から北へと流れている。

 調査地は藤原京の範囲に含まれ、復元条坊の呼称では藤原京

右京五条⼗坊の南端部付近にあたる。今回の調査地点は遺跡地

図上では五条⼤路の想定線上に位置しているが、近隣の発掘調

査（橿教委2016-4 次、橿教委 2019-2 次）により五条⼤路は

この想定線よりも南に位置する可能性が⾼いことが明らかに

なっている。また、調査地は東端部が⻄九坊⼤路に接する位置

にあり、南北⽅向の⾥道を挟んで東隣で実施した発掘調査（橿

教委 2019-2 次）では⻄九坊⼤路東側溝の存在を確認してい

る。この他に縄⽂時代〜中世の遺物散布地である慈明寺遺跡の

範囲にも含まれる。

２．調査の概要

 調査対象地は東⻄⽅向に⻑く、その中央を東⻄に貫く形で農

業⽤⽔路が通っている。農業⽤⽔路は利⽤が継続しているた

め、調査区はこれを挟んで南・北２ヶ所に分けて設定している

（北区・南区）。この農業⽤⽔路が東端で南へ屈折する都合で

南区の調査区東端は北区よりもやや⻄の位置となる。両調査区

とも調査時点では⽔⽥地で、現況⽔⽥⾯⾼は全体として北区の

ほうが南区よりも低い。調査は両調査区を並⾏して実施してい

る。遺構⾯までの掘削を重機で⾏い、以後の作業は⼈⼒で⾏っ

ている。遺構番号は北区で101から、南区で201から順に付

与しており、調査区を跨いで同⼀であると考えられる遺構につ

いても調査区ごとにそれぞれ番号を付与している。以下に両調

査区を合わせて成果を述べる。

基本層序

Ⅰ層：⽔⽥耕⼟（現代。上⾯⾼は北区63.3 〜 63.6 ｍ、南区

   63.8 ｍ）

Ⅱ層：灰⻩⾊〜灰⾊粘質⼟（中世〜近世の耕作層。厚さ0.2 〜

   0.4 ｍ）
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図４ 発掘調査地位置図（S=1/4,000）

調査区

橿教委 2019‐2 次北区

南区

六条条間路

五条⼤路

六条⼤路
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図５ 遺構平⾯図（S=1/500）



構である。中世の遺物の出⼟量は⾮常に少ないが、南北⽅向の

溝には12世紀頃の⽡器⽚が含まれる。南北⽅向の耕作溝は南

区では調査区を縦断する⼀⽅、北区で調査区区南半で途絶える

ものが⼤半を占め、北区と南区で耕作溝が連続していないこと

が確認できる。

 北区の⻄半には耕作溝群よりも古い⽐較的⼤型の⼟坑が複

数存在する。それぞれの⼟坑の規模は⼀辺0.8 〜 1.8 ｍ、深さ

0.7 〜 1.0 ｍで、平⾯形は隅丸⽅形を基本とする。粘⼟等の⼟

取り⽳である可能性が⾼い。いずれも出⼟遺物が⾮常に少ない

が117SK・118SK・121SKからは中世の⼟器の細⽚が出⼟し

ている。他の⼟坑については中世以前に遡る可能性も残る。

 ピットは北区と南区⻄部に散在する（平⾯図には耕作溝より

古いピットを図⽰している）。⼟坑と同様に出⼟遺物が⾮常に

少なく、この中には中世よりも古い時期のピットを含む可能性

がある。

 藤原京期の遺構には⻄九坊⼤路⻄側溝を含む溝、掘⽴柱建

物・塀、井⼾、⼟坑、落ち込みがある。

 調査区東端部に存在する101SD・201SD は同⼀の南北溝で

あると考えられる。規模は 101SDが幅 1.4 ｍ・深さ 0.2 ｍ、

201SD が幅 1.7 ｍ・深さ 0.3 ｍである。底⾯⾼は両者とも

標⾼ 63.0 ｍでほぼ同⼀である。どちらも藤原京期の遺物が

出⼟している。201SD は⻄辺が 101SD よりも⻄側に広がっ

ているが、これは下層にある 201SD の軟弱な砂層を遺構

ベース層としており溝の⻄肩部が崩れた影響であると考えら

れる。101SD・201SD は近隣の発掘調査（橿教委 2016-4

次、橿教委 2019-2 次）で確認されている⻄⼋坊⼤路・⻄九

坊坊間路との位置関係から、⻄九坊⼤路の⻄側溝であると考

えられる。今回の調査地の東隣で実施した発掘調査（橿教委

2019-2 次。⻄区）では、⻄九坊⼤路の東側溝と考えられる

南北溝 2235SD を確認している。この 2235SD を東側溝、

今回確認した 101SD を⻄側溝とした場合、溝芯々間距離は

8.5 ｍ、路⾯幅 7.4 ｍとなる。東側溝（2235SD）と⻄側溝

（101SD・201SD）の周辺には他に道路側溝の候補となる南

北溝の存在は確認されていない。⻄九坊⼤路は、調査地から

北に約300ｍの地点で奈良県⽴橿原考古学研究所が実施した

四条シナノ遺跡の発掘調査において存在が確認されており、

その両側溝の芯々間距離は約 8.4 〜 8.5 ｍと、今回確認した

ものと同規模である。四条シナノ遺跡の⻄九坊⼤路⻄側溝

（X=-166,211.39 ｍ、Y=-20,076.23 ｍ）と今回確認した⻄側

溝 101SD（X=-166,510.00 ｍ、Y=-20,074.20 ｍ ) との振れ

はN−0°38′49″−Wである。

 ⻄九坊⼤路⻄側溝201SDから⻄に約 60ｍの地点に南北溝

237SDが存在する。南区での検出幅0.4〜0.7ｍ、深さ0.05ｍ

である。藤原京期の⼟器が出⼟している。北区では遺構⾯⾼が

237SD底⾯よりも低く耕作溝が重なる位置にあることもあっ

て、その存在を確認できない。宅地を区画する溝である可能性

がある。

 調査区東半部および南⻄部で掘⽴柱建物もしくは塀と考えら

れる遺構を確認している。206SB は調査区東半部に位置する

東⻄3間（5.4 ｍ）×南北 2間以上（3.3 ｍ）の掘⽴柱建物で

ある。検出範囲南端の柱⽳は東⻄⽅向の耕作溝によって⼤部分

が削平されているが、⻄辺・東辺の柱根を確認できている。遺

存状況が良い柱⽳でも⼀辺約0.4 〜 0.6 ｍ、深さ最⼤約0.3ｍ

である。229SB は調査区南⻄部に位置し、柱⽳が東⻄ 3間

（7.2ｍ）並ぶ。柱⽳の規模は⼀辺約0.6〜1.2ｍ、深さ約0.4ｍ

である。柱間距離は両側2.1 ｍに対し中央3.0 ｍと中央間が広

い。この他に調査区東半部を中⼼に東⻄ 2間以下の建物ない

し塀を複数確認している。これらの建物群はほぼ正⽅位で建て

られており、⻄九坊⼤路を挟んで東隣の宅地における建物群の

状況（軸が北で⻄に振れる）と異なっている。

 103SEは調査区東端部、101SDから⻄に約 4ｍの地点に位

置する井⼾である。掘⽅は⼀辺1.1〜 1.2 ｍの隅丸⽅形、深さ

1.2 ｍである。藤原京期の⼟器が出⼟している。

 204SKは 206SBの北東に位置する⼟坑である。平⾯形は直

径0.8 ｍの円形、深さは0.25 ｍである。藤原京期の⼟器⽚や

炭化物が出⼟している。

 調査区⻄部には複数の落ち込みが存在する。104SX と

223SX、105SX と 235SX はそれぞれ同⼀の遺構であると考

えられる。これらは深さ最⼤0.1 ｍの浅く広い溝状の窪みに対

して⻩橙⾊シルト〜粘⼟（遺構⾯より0.5 ｍ程度下層に同様の

地⼭層が存在）で埋め⽴てを⾏っている。出⼟遺物は⾮常に

少ないが、わずかに 7世紀代の⼟師器が確認できる。なお、

229SB は 235SX上⾯に構築されている。259SX は深さ最⼤

0.2 ｍの不整形の落ち込みで、埋⼟は上記104SX等の落ち込

みと異なる。また、藤原京期の遺物が⼀定量出⼟している点も

差異として挙げられる。

 弥⽣時代終末期〜古墳時代前期の遺構は⼟坑、溝、落ち込み

がある。遺構の時期はさらに弥⽣時代終末期〜古墳時代初頭と

古墳時代前期前半とに分かれる。今回の調査における出⼟遺物

の量は、この時期が半数以上を占める。

 116SKは北区⻄半部に位置する⼟坑である。平⾯形は⼀辺

1.6 × 2.6 ｍの隅丸⽅形、深さは0.3 ｍである。⼟坑の底⾯に

広がる形で弥⽣時代終末期〜古墳時代初頭の⼟器が多数出⼟し

ている。

 102SD・202SDは調査区東端部に位置する⼀連の溝である。

北区 102SD は攪乱によって、南区 202SD は溝の東半が調査

区外に位置するため、遺構の全体像は不明であるが概ね南北⽅

向の溝であると考えられる。深さは約0.9 ｍで、ほぼ全体が灰
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⾊細砂〜砂で埋まっている。弥⽣時代終末期の遺物が出⼟して

おり、特に下層に多い。調査時には⻄九坊⼤路⻄側溝と位置が

重なることから、これに先⾏する関連遺構である可能性を検討

したが、結果として時期に⼤きな隔たりがあることが明らかに

なった。153SD・251SD は南東−北⻄⽅向に伸びる幅約 5.0

〜 7.0 ｍの溝である。溝の断⾯形は台形で底⾯幅は約1.1 ｍ、

深さ約 1.0 ｍである。古墳時代前期前半の遺物が多く出⼟して

いる。

 154〜157SD、256SD、257SDは古墳時代前期の⼟器が出

⼟する溝である。深さは最⼤約0.3 ｍである。

 260SXは南区⻄半部に位置する落ち込みで、基本層序Ⅲ層

の主な分布範囲がこれに相当する。深さ最⼤0.15ｍの落ち込

みで、南側が深く北側は浅い。この北側にあたる北区⻄半部に

もⅢ層がごく薄く広がるが、分布は点的であるため平⾯図には

図⽰していない。古墳時代初頭以前の遺物を少量含む。

３．まとめ

 調査の結果、中世、藤原京期および弥⽣時代終末期〜古墳時

代前期を中⼼とする時期の調査成果を得ている。

 調査地点は『⼤和国条⾥復原図』によると北区が⾼市郡路⻄

⼆⼗七条三⾥�字トノモリ、南区が同�字三ノ坪にあたり、両調

査区の間を通る⽔路部分が坪界となっている。今回確認した中

世の耕作溝の様相も両調査区で違いが存在し、中世における坪

界の在り⽅を看取することができる。

 藤原京期については、藤原京右京五条⼗坊東南坪の南端付近

の様相を東⻄約 100ｍにわたって広く確認できたと⾔える。

遺構としては、昨年度の調査（橿教委2019-2 次）と合わせて

⻄九坊⼤路の両側溝を確認している。今回の調査区と昨年度調

査区との間には南北⽅向の⾥道が存在しており、これがちょう

ど⻄九坊⼤路に重なる位置に存在する。五条⼤路については近

隣での調査成果と同様、想定地点に道路遺構が無い⼀⽅で藤原

京期の建物や井⼾等の遺構が存在することから、五条⼤路⾃体

は調査区の南に存在する可能性が⾼いことを追認している。

 弥⽣時代終末期〜古墳時代前期の遺構は、複数の溝や⼟坑の

存在を確認している。調査地から北⽅および東⽅で実施されて

いる既往の調査では当該期の遺構・遺物は量が限られており、

今回の調査地およびその南〜⻄⽅の⼀帯に活動領域の中⼼があ

ると推測される。また、調査地から南に約400ｍ、畝傍⼭北

⻄の尾根上には古墳時代前期に築かれたと考えられるスイセン

塚古墳があり関係性が注⽬される。周辺の各調査では弥⽣時代

後期や古墳時代中期の遺構・遺物の存在が確認されており、こ

れらとの繋がりも注意が必要となる。      （⽯坂泰⼠）

【参考⽂献】

奈良県⽴橿原考古学研究所編�2007『四条シナノ遺跡』
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写真19 南区 中世遺構検出状況 ‐⻄から‐

写真18 北区 中世遺構検出状況 ‐東から‐
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写真23 南区 弥⽣〜古墳時代遺構検出状況 ‐⻄から‐

写真21 南区 藤原京期遺構検出状況 ‐⻄から‐

写真22 北区 弥⽣〜古墳時代遺構検出状況 ‐東から‐

写真20 北区 藤原京期遺構検出状況 ‐東から‐
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写真27 調査区東端 ⻄九坊⼤路⻄側溝完掘状況 ‐南から‐

写真25 南区 完掘状況 ‐東から‐

写真26 北区⻄半 ⼟坑群 ‐東から‐

写真24 南区 弥⽣〜古墳時代遺構検出状況 ‐東南東から‐
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写真29 北区 154・155・156SD検出状況 ‐⻄から‐

写真28 南区 206SB完掘・256SD検出状況 ‐南から‐
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写真30 北区 118SK⼟層断⾯ ‐北から‐ 写真31 南区 206SB検出状況 ‐南から‐

写真32 南区 223・235SX検出状況 ‐東から‐ 写真33 南区 235SX完掘状況 ‐南⻄から‐

写真34 南区 116SK北半遺物出⼟状況 ‐北東から‐ 写真35 南区 202SD⼟層断⾯ ‐南から‐

写真36 南区 251SD⼟層断⾯ ‐南東から‐ 写真37 南区 251SD南半遺物出⼟状況 ‐南⻄から‐
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Ⅱ . 埋蔵⽂化財申請業務

令和 2 年度 埋蔵⽂化財申請件数⼀覧表

踏
査
願

の発
届掘
出調
 査

埋蔵⽂化財発掘届出 埋蔵⽂化財発掘通知
現状変更 取

下
書

通知内容 通知内容

発掘
調査

⼯事
⽴会

慎重
⼯事

⼯事
先⾏ 計 発掘

調査
⼯事
⽴会

慎重
⼯事

⼯事
先⾏ 計 許可

申請
完了
届 

道路 1 3 4

住宅 2 15 31 1 49 1

個⼈住宅 6 26 140 172

店舗 3 3 1

住宅兼⼯場等 1 1

その他建物 6 4 10

宅地造成 9 1 1 11

その他開発 10 15 25 17 7 24 18 7

ガス等 12 65 77 15 6 21 1

農業関係 1 1 2 1 1 2

河川

学校

⼯場

公園造成

観光開発 3 1

学術 1 1

遺跡整備

その他 1 1

計 19 71 259 1 350 1 36 13 50 24 12 2

総件数 438

史跡地の公有化

 史跡公園整備に向け、史跡指定地の公有化を図っている。

○丸⼭古墳

 所在地 :橿原市五条野町・⼤軽町

 概要 :越智岡丘陵の東、⾼取川をはさんで東に続く台地の⻄

端に、前⽅部を北にして築かれた 6世紀後半の⼤型の前⽅後

円墳である。

 墳丘全⻑約 330m、後円部径約 150m、前⽅部幅約 210m

を測り、県下最⼤の前⽅後円墳古墳である。⽯室の全⻑は

26m以上あり、⽞室内に2個の家形⽯棺があることが判明し

ている。

（1）公有化基本⽅針

 現在、古墳の前⽅部の⼀部は国道169号線によって分断さ

れた状態にあり、完全な前⽅後円墳としての形は整えていない

が、墳丘の⼤部分と東側の周濠や周庭帯は部分的にその姿をと

どめている。可能な限り古墳本来の姿を保ちつつ、市⺠⽣活の

中に活⽤し、保存と活⽤を調和させながら将来にわたる本市の

象徴の⼀つとしたい。

（2）公有地化計画

 史跡の現況を考慮し 3地区に分類し、地区ごとの計画を定

める。なお、今後も調査研究や地域の社会環境の変化に応じて

地域区分に修正を加えていくものとする。

【公有化事業】

 令和2年度事業：令和3年度へ繰越

 令和元年度事業：五条野町 404.9 ㎡

 1. 草刈

 史跡地およびその周辺への雑草の影響を軽減し、また⾒学者

が快適に⾒学できるように配慮し、年 1回以上の草刈を実施

している。

【作業箇所】

 国指定特別史跡本薬師寺跡、国指定史跡新沢千塚古墳群、国

指定史跡丸⼭古墳、�国指定史跡菖蒲池古墳、国指定史跡植⼭古

墳

Ⅳ . 指定⽂化財維持管理事業

Ⅲ . 史跡整備事業
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2. 修理事業

 指定⽂化財修理事業経費の部分補助を⾏っている。

【解体修理】

 国指定重要⽂化財建造物称念寺本堂（今井町）

 国指定重要⽂化財建造物旧織⽥屋形⼤書院および⽞関（久⽶

町）

 国指定重要⽂化財彫刻⽊造⼤⽇如来坐像（⼩綱町）

 市指定建造物称念寺庫裏および客殿対⾯所天井画（今井町）

 【部分修理】

 国指定重要⽂化財建造物河合家住宅（今井町）、国指定重要

⽂化財建造物瑞花院本堂（⼩槻町）、県指定建造物⼭尾家住宅（今

井町）

3.管理事業

 指定⽂化財管理事業経費の部分補助を⾏っている。

【事業実施箇所】

 ○国指定重要⽂化財建造物橿原神宮本殿（久⽶町）、国指定

重要⽂化財建造物⼈麿神社本殿（地⻩町）、国指定重要⽂化財

建造物瑞花院本堂（飯⾼町）、国指定重要⽂化財建造物今⻄家

住宅（今井町）、国指定重要⽂化財建造物豊⽥家住宅（今井町）、

国指定重要⽂化財建造物⾳村家住宅（今井町）、国指定重要⽂

化財建造物河合家住宅（今井町）、国指定重要⽂化財建造物⾼

⽊家住宅（今井町）、国指定重要⽂化財建造物中橋家住宅（今

井町）、国指定重要⽂化財建造物森村家住宅（新賀町）

 ○県指定建造物旧上⽥家住宅（今井町）、県指定建造物吉川

家住宅（⼭之坊町）、県指定彫刻⽊造聖徳太⼦（⼤久保町）

 ○市指定建造物旧常福寺観⾳堂付棟札２枚（今井町）、市指

定建造物旧常福寺表⾨（今井町）

 また、毎年⽂化財防⽕デー前後に合わせて⾏われる消防署に

よる消防設備の点検を⽂化財所有者⽴会いの下、合同で⾏って

いる。

4.倒⽊への応急措置

 新沢千塚18号墳は、史跡新沢千塚古墳群を構成する古墳の

１基である。新沢千塚古墳群の北群の北端部に位置し、丘陵の

東側斜⾯に築かれた円墳で直径約10ｍを測る。これまでに発

掘調査は⾏われておらず、詳細な時期等は不明である。

 令和3年1⽉28⽇夜中から翌⽇未明にかけての強⾵の影響

により、第18号墳の墳丘頂部に⽣えていた樹⽊が根元から倒

れ、墳頂部の⼟が巻き上げられて墳丘が損傷した。翌29⽇、

公園内の定期巡回の際に倒⽊を確認し、県⽂化財保存課への報

告・協議の上、当市⽂化財課で応急処置を⾏うこととなった。

18号墳の墳丘部の巻き上げられた⼟の中から遺物の出

⼟が確認できたため、記録作成の後、遺物の取り上げを⾏

った。併せて墳丘の損傷部分の精査・検出作業を⾏った

図6 新沢千塚古墳18号墳位置図

写真38 倒⽊状況（南から）

写真39 倒⽊状況（⻄から）

図7 新沢千塚古墳18号墳出⼟須恵器𤭯（S=1/4）

10cm0
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が、埋葬施設と断定できるような痕跡は確認できなかった。検

出作業後は埋め戻しを⾏い、倒⽊を撤去した。

 遺物は、須恵器𤭯1点のほか、須恵器・⼟師器の細⽚が出⼟

している。須恵器𤭯は、底部にたたき痕が残っており、5世紀

中頃のものと思われる。出⼟位置から、これらの遺物は埋葬儀

礼に伴うものであると考えられる。

【橿原市だんじり保存会】 

 市内に現存する優れただんじりを普及・啓発し後世に伝承す

ることを⽬的とし、だんじりに関する調査、研究並びにだんじ

りの維持管理事業を⾏っている。現在、橿原市には保存会によ

り江⼾時代末期から明治時代にかけて製作されただんじりが

10台（⼗市町7台・今井町2台・⼩綱町1台）が保存されて

いる。

〇だんじり維持管理

 提灯修理等

【ほうらんや奉賛会】

 県指定⽂化財及び国の記録作成等の措置を講ずべき無形の⺠

俗⽂化財に選択を受けた「東坊城のホーランヤ」を継承するこ

とを⽬的に活動している。

〇松明材料費

 ⻘⽵・荒縄・菜種柄・⼩⻨藁等

〇称念寺⽂書 県指定に伴う市指定解除

 令和３年3⽉12⽇付告⽰

 有形⽂化財（古⽂書） 称念寺⽂書 1,134点 

 桃⼭時代〜昭和時代

 これにより、下記市指定⽂化財２点が指定解除となった。

 ・明智光秀今井郷惣中宛書状 １幅

 ・織⽥信⻑今井郷惣中宛赦免状 １幅

〇地⾞（だんじり）の指定 

 令和 2年度の橿原市⽂化財審議会において⽂化財の新規指

定案件について審議し、答申・告⽰を経て台帳に追加した。そ

の結果、本市の市指定⽂化財は有形⽂化財18件（建造物7、

彫刻 3、書跡 6、考古資料1、歴史資料1）、⺠俗⽂化財（有形

⺠俗4）の計 22件となった（令和3年 2⽉末現在）。なお令

和 2年度に新たに指定となった地⾞（だんじり）は、これま

で近隣の⼤阪府・兵庫県・和歌⼭県に指定例はあるが、奈良県

内では初の指定である。

 以下、審議会とその経緯並びに指定⽂を掲載する。

Ⅵ . 指定⽂化財の解除・指定

写真41 遺物出⼟状況（⻄から）

写真42 検出状況（北から）

写真43 倒⽊撤去作業完了後（南⻄から）

Ⅴ . 無形⺠俗⽂化財保存事業

写真40 遺物出⼟状況（⻄から）
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〇9⽉9⽇（⽔）

奈良シニア⼤学⼀般教養講座講師として

奈良県社会福祉総合センター 松井⼀晃

〇11⽉20・21⽇（⾦・⼟）

「⾶⿃セミナー〈⾶⿃の歴史と⼥⼦旅〉」講師として

奈良まほろば館 横関明世

〇12⽉19⽇（⼟）

「吉野宮（宮滝遺跡）の実像 ―私⾒―」講師として

近鉄⽂化サロン阿部野橋 ⽵⽥正則

〇3⽉3⽇（⽔）

奈良シニア⼤学⼀般教養講座講師として

ミグランス（橿原市役所分庁舎） 平岩欣太

2．⼀般問合わせへの対応

 橿原市ホームページを通じて受けた⼀般の⽅からの問合わせ

には速やかな対応を⼼がけ、橿原市内の⽂化財に対する理解と

関⼼を深めてもらえるよう努めている。

 令和2年度の問い合わせのうち、⽂化財に直接関係する問合

せは2件あった。問合せ内容及び回答内容の概要は以下のとお

りである。

〇今井の地⾞（だんじり）について、だんじりを曳き始めた年

代、初出資料名はわかるか。

［回答内容］橿原市には関係資料が残っていない

〇藤原宮跡の醍醐池の横にある持統天皇の歌碑（「春過ぎて 

夏来るらし⽩栲の ⾐乾したり 天の⾹具⼭」）について

 ①醍醐池の横に持統天皇の歌碑を置いた理由

 ［回答内容］歌碑設置場所の選定理由がわかる資料は残って

  いないが、この歌には⾹具⼭が詠まれているので、⼭が⾒

  える場所の中から条件に合う場所として選んだと考えられ

  る。

 ②何年ごろに持統天皇が詠んだのか。

 ［回答内容］歌を詠んだ年に関する記述はない。

 ③醍醐池はいつ何のために作り、なぜ内裏の上に作ったの 

  か。

 ［回答内容］農業⽤のため池として作られているので、当時

  作った⼈々が内裏の上に作るという意識で作ったかどうか

  はわからない。

 ④橿原市内の万葉歌碑は23個あるが、神社や池や寺に多く

  置かれている理由は。

  ［回答内容］歌碑の設置場所については歌の内容に関連す

   る場所であるとともに、公共性のある場所を選んでいる

   と考えられるので、神社などに多いのではないか。
Ⅶ . 普及啓発事業
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令 和 ２（２０２０）年度 橿原市⽂化財調査年報
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